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小児の弱毒生ポリオウイルスワクチン接種に

関する知見補遺
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分離状況と血清中和抗体産生状況の比較
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いて焚便中よりのウイルス分離陰性の95名の小児のう

　　　　　　　　1緒　雪　　　　　　姓ワクチ・（S・bin　l型Lsc－2・b）投与前及び投

　血清中に含まれるポリオ中和抗体の測定はこのウイ　　　与後に1対の血清検体を採取しえた8上名である。その

ルスに対する個体の抵抗力を入体について知る最も有　　　内訳は次の如くである。（i）一般の乳幼児群：58名

力な指漂ということができる。従つて弱毒生ポリオウ　　　（生後6ケ月乃至7才の健康な乳幼児），（ii）麻痒型

イルスワクチソを小児に投与した際のその検査成績は　　　ポリオ経過小児群；13名（5才乃曇15才の小児），（iii）

甚だ多くみられ，申和抗体の産生状況と糞便中の投与　　　幼若乎t児群：10名（生後28日乃盃85日の乳児ノ。

ウイルスの分離状況とを比較検討した成績も諸叡①　　　　　上述のように本編の対象は第1編中に述べたものの

⑪によつて発表されている。しかしながらその多くに　　　一部であり投与生ワクチソ，糞便中ウイルス分離方法

おいてウイルスの分離状況はウイルス分離の有無のみ　　　と時期分離ウイルスの簸鑑培養方法，並繭中のポリ

をみており①一⑧，これにその排泄童を加えて中和抗　　　tウイルス中和抗体（以下中和抗体，価の測廼方法は

体産生状況との関係を詳しく調べた成績⑨一⑪は米だ　　　第1編中に述べたのでここに記述することは雀略す

比較的少く，さらに麻痺型ポリオ経過小児を対象とし　　　る。糞便中のウイルス分離の菊無と排泄簸も第1編中

てこの点を調べた成績は従来見られないようであつ　　　に述べたものである。即ち分離の有無については，生

た。そこで今回著者は第1編に述べた条件の異なる　　　ワクチン投与後2週又は4週において採取された糞便

3群の小児，即ち生後6ケ月以上の一般の健康な乳幼　　　中より少なくともいずれか1回でも分離されたものを

児，臨床上麻痺型ポリオを経過したと考えられる小　　　分離陽性とし，排泄童は生ワクチン投与後2週と4週

児，生後3ケ月未満の健康な幼若乳児の一部につき本　　　の糞便検体にっきえられた値のうち高値をもつてウイ

ワクチン投与後における血清中和抗体を測定し，その　　　ルス排泄鐙とした。生ワクチン投与後における血清中

結果を第1編中に既述した糞便中における投与ウイル　　　和抗体は投与後4週の検体について検査した。生ワク

Xの分離状況に関する結果と対比検討した。以下にえ　　　チン投与前に中和抗体が陰性であつた例において投与

た成績を報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　後22・o（1：4）又はそれ以上の価がえられた時は中和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗体の陽性転化（以下陽転と呼ぶ）として取扱つた。

　　　　　II研究対象及び研究方法　　　　　　　　　生ワクチン投与前に中和抗体が既に陽性であつた例に

　対象とした小児は第1編において述べたSalkワク　　　おいて投与後4倍又はそれ以上の価がえられた時は中

チソ又は弱毒生ポリオウイルスワクチソ（以下生ワク　　　和抗体の有意の上昇（以下上昇と呼ぶ）として取扱

チン）未接種，今回の生ワクチン投与直前の検査にお　　　い，反対の場合を有意の低下（以下低下と呼ぶ）とし
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て取扱った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1…般乳幼児における生ワクチソ投与後の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞便中ウイルス分離有無別にみた1魚清中和
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗体の推移
　　　　　　　III　研究成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一生ワクチン投与前玉血1潤中和抗体1塗性例一
　　1）　一一・t般の乳幼児群

一般の腰な乳幼児58名の生ワ好・投与敵・中和　　’．　211

抗体は陰性40名，陽性18名であり，生ワクチン投与後　　　　　　1。

それぞれ30名と7名において糞便中よりウイルスが分

離された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

　（i）生ワクチソ投与前に中和抗体がi喰性であつた

場・生ワクチ嚇後鮒・・ウ・ル・を分離・　轄

なかった10名における中和抗体は投与後9名（90％）　　　　抗　27

が陽転し，この際の中和抗体価はく’22・o・v2エo・o，51～均　　　体

（幾榊均以下肌）2・，・で（ただしく2・，・は・と　価26

して計錦，以下同じ），中和抗体が陽転しなかつた1例　　　　　25

をのぞいた平均中和抗体価紘26・9であつた。fkkワクチ

ン投与後糞便r・11・，よりウイルスを分離したc30名における　　　　　　24

中和抗体は全例が陽転し，この際の中和抗体価は25・0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2s
・v ?Q11・o，平均28・7となつた（ただし藁2ユ1・oは2エLOと

して計籏，以下同じ）（表1，図ユ）。而してこれをウ　　　　　22

イルス排泄量からみると等しくウイルスを分離した場

合も捕瞳の多かつたもののpF‘Xn抗体tlllie＃ithhかつたも　　く22

のに比べて高い傾向を示した（mu　2）。

表　1　　　全対象における全1：：ワクチン投与後の糞便中ウイルス分離有無別にみた

　　　　　　血湾中和抗体の産生状況

　般
　乳
　幼
　児

（58名）

麻オ
痺経
型過
ポ小
リ児

（13名）
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　児
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／
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（）粕生ワクチン投与前の平均中和抗体価　　締：判定不明の1名を除く
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図2　－一・me乳幼児における生ワクチソ投与後の　　　　あった。生ワクチン投与後焚便中よりウイルスfal分離

　　　糞便中ウイルス排泄墨と血清巾和抗体　　　　　　した7名における中和抗体価は4名（57，1％）が上昇

　一生ワクチソ投与前血清中和抗体陰性例一　　　　　し，この際の中和抗体価は投与前；22・。～29・o，平均

R2tl

210

中29
1R　2e

揺：：

21i

24

く24

　　　。　。。。。e　　　　25・4，投搬；27・°”一≧211・°・平均29・9であつた（表1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図3）。而してこれをウイルス排泄倣からみると1025

　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～104・oTCD5。〃の少最のウイルスを排泄していた4

　④　゜°　　°　　　　　　名の中和抗体価は投舗i∫；24・・－v29・。t平均27・sより投

　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与後；27・oN210・o，平均29・2に上昇した。105・oTCD50〃

　e　　　　㈱eee　　　　　　　　　　　　　以上の大蚤のウイルスを排泄していた2名の中和抗体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価は投与前；何れも23・o，投与後；210，濠2工1と薯明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な上昇を示した。
　　　　　　②
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　麻郷型ポリ甥唖経i働　’j、ジ己群

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨床上麻痺型ポリオを経過したと思われる小児1略

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の生ワクチン投与前の中和抗体は陰性4名，陽性9名

　伽91°TCD59’「g　　であり，生ワクチソ投与後それぞれ3名と2名におい
　　　　　ウイルス排難鐙　　　　　　　　　　て糞便中よりウイルスが分離された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i）　生ワクチン投与前に巾和抗体が陰性であった

　（ii）生ワクチソ投与前に中和抗体が陽性であつた　　　揚合　生ワクチン投与後糞便中よりウイルスを分離し

場合　生ワクチソ投与後糞便中よりウイルスを分離し　　　なかつた1名においても中和抗体は陽転した。しかし

なかつたU名における中和抗体価は3名（27，2％）が　　　本例における中和抗体価は25・°に止つた。生ワクチン

上昇せるに止り，この際の申和抗体価も投与前；23・o　　投与後嚢便中よりウイルスを分離した3名における中

・一．210・o，平均27・4，投与後；25・o・V≧211・o，平均2B・sで　　　和抗体は全例が陽転し，この際の巾和抗体価は27・°N

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28・o，平均27・7となつた（衷1，衷2，図4）。而して

　図3一般乳幼児における生ワクチン投与後の
　　　　糞便中ウイルス分離有無別にみた血溝中和　　　　　図4　麻痺型ポリオ経過小児における生ワクチソ

　　　　抗体の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投与後の糞便中ウイルス分離有無別にみた

　　一生ワクチン投与前血清中和抗体陽性例一　　　　　　　　　血清中和抗体の推移

≡誹211　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓋轟211

210　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　210

　　　　　　　　　　　　　　　z
29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

中2e @　　M　勇　　　　　　　 中2°

和　　　　一ee”　　　　∠　　　　　　　　　　　　　和

抗27　　／　　　　　　　抗27
体　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　体
価26　　／　　　　　　　　　　　　　　　価2c
　　　　4
　2s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2e

24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2‘

23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2s

　　　　　　　　トー㊤；分離例⑳・；平均
22　　　　　　　　　　◎一◎：非分離例e：平均　　　　　　　　　　a2

く22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜22

分離例
非分離例

投与前　　　　　　　　　　投与後
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　　　表2　麻痴型ポリオ経過小児における生ワクチン投与後の糞便中ウイルス分離状況と

　　　　　　血清中和抗体

　検

　体

　番

B－－1

B－2
B－3
B－4
B－5
B－6
B－12
B－一・13

B－14

B－15

B－16
B－・－17

B－18

血　清　中　和　抗　体　価
年　　　令 発病（年推令讐

最高ウイルス

r　泄　盤

i1。910TCD50〃）

投　　与　　前 投　　与　　後

1型【］1型D團 1型i正型1．皿型
1

9　　7／z2

5　　　　1

11　　ユ％2

11　　　1

ユ2　　％2

15　　　3

ユ0　　　2

コ．1　　％2

14　　　］．

工0　　　2

13　　6／12

13　　　1

10　　　ユ

2．5

0

0

0

3，5

0

0

5．0

4，　0

4．5

0

0

0

　28

＞＿211

　27

　25

＜22

＜22

　29

＜22

　23

く22

　29

　29

　29

　28　　　　25　　　　28

＜22　　　　＜22　　　　≧211

　210　　　27　　　　28

く22　　　29　　　28

　29　　　　25　　　　28

　2エ0　　　26　　　　25

　27　　　　26　　　29

く22　　　29　　　28

　28　　　　27　　　　27

　27　　＜22　　　27

　26　　　22　　　28
⊇至21エ　　　　　210　　　　　21e

く22　　　27　　　29

　26

〈22

　210

く22

　29

　2エ0

　27

＜22

　28

　27

　26

≧211

＜22

　28

＜22

　26

　28

　25

　26

　25

　29

　210

＜22

　22

　29

　26

これをウイルス排泄量からみると10s・s，104・5，10s・°　　の際の中和抗体価は投与前；23・oと28・o，投与後；それ

TCD50〃挑泄例の中和抗体価はそれぞれ28・o，27・o，　　　それ27・°と28・oであつた（褒1，表2，図4）。而して

28・oを示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　これをウイルス排泄鍛からみるとXQ2・5　TCD50〃排泄

　（ii）　生ワクチソ投与前に中和抗体が陽性であった　　　例の抗体価は不変であつたが104・o　TCDso／　Y排泄例の

場合　生ワクチン投与後ウイルスを分離しなかった　　　抗体価は上昇した。

7名のうち中和抗体上昇の判定不能であった1名（投　　　　　3）　幼若乳児群

与前後とも≧211）をのぞく6名におる中和抗体は　　　　幼若乳児10名の生ワクチン投与前の中和抗体は陰

1名が上昇せるに止り，この際の中和抗体価は投与　　　性2名，陽性8名であり，生ワクチン投与後それぞれ

前；250～29・°，平均28・°，投与後；28・o・・v210・o，平均　　　2名と5名において糞便中よりウイルスが分離され

28・8であった。生ワクチン投与後焚便中よりウイルZ　　　た。

を分離した2名における中和抗体は1名が上昇し，こ　　　　（i）　生ワクチソ投与前に申和抗体が陰性であつた

衷2幼若乳児における生ワクチソ投与後の糞便中ウイルス分離状況と血消中和抗体

検

体

番

号

月

令

C－7　　　2

C－8
C－11

C－12
C　・－13

C－14
C－・－ts

C－24

C－26

C－31

1

±

2

1

2

2

2

1

0

　最高ウイルス

　排　泄　箆

（109エoTCD50／9）

4．　0

0

十

4，5

4．5

0

0

4．O

血清中和抗体価
投　　与　　前

1型1皿型1皿型

4．・　1く2・

　24

　28

　27

　27

　28

　2s

　27

　26

＜22

＜22

　27

　26

　25

　22

　27

　26

　25

＜22

＜22

く22

＜22

＜22

　24

　25

　27

　27

〈22

　23

＜22

投　　与　　後

1型1皿到皿型
　2s

　26

　24

　29

　29

　24

〈22

＜22

　28

　2s

＜22

　25

＜22

　22

＜22

　22

＜22

＜2e

く22

＜22

く22

＜22

＜22

く22

＜22

　24

　23

〈22

く22

＜22

栄

養

方

法

＋：分離陽性なるも簸量培養非施行

母　乳

混　食

母　乳

混　合

母乳
母　乳

母　乳

母　乳

混　合

撮　乳
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場合上述・欄象・した・名では生・クチ・投与劣欝総繍欝雛1瀦需蹴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　較した。えられた結果を総括すると対象とし「炬築件の

　図51幼若乳児における生ワクチン投与後の菰便　　　　異なる3群の小児のうち生後6ケ月以上の一般の健廠

　　　　申ウイルス分離有無別にみた血清中和抗体　　　　な乳幼児と臨床上麻痺型ポリオを経1舳したと思われ，る

　　　　の撮　　　　　　　　 小児におけ艦果は液丘嫡点において欄であつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　e－一一e　：分離例　　　　即ち両群ともワクチソ投与前の中和抗体がi喚僚であつ
　　　　　　　　　　　　　　　゜”一““一゜；非分糊　　た嚇の中和抗体の陽転は7i」Etpt　r，1，，　」：りのウイ・レ粉離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の有無に関せず良好であつた。ただし陽松後の中和抗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体価を比較するとウイルス分離例は非分離例に比べて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高い傾向をえた。震たウイルス分離例につきその排泄

細　　　　　　　趾㈱撫1醐購・搬噸・醐・・榊
　抗27　　　　　　　　　　　　　うち排泄fl｝1の多かつたものの抗体価は少かっノこものに
　体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比べて高い傾向をえた。次に生ワクチン投趣前の中和

　価2G　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抗体が陽性であつた場含をみるとこの場舎も両群な通

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じて一部の例の中和抗体碗liiは生ワクチン投亭俵に上釧・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかOこの上昇と糞便中よりのウイルス分離状況との

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間にもある程度の相関を翻めた。之に反して熱後3ケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月未満の健旗な乳児中一部の例の中和抗体価はワクチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン投与後糞便中よりウイルスを分離したのにもかかわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らず反つて明らかに低下した点において上’紀両群の揚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合と異つた。以下先人の成績を引用しつつ著藩のえた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成績に，考按を加えてみたい。まずt－・般の健康な小児に
　　　　　投与前　　　　　　　　　　投与後　　　　　木ワクチンを投与した際の血澗中和抗体の産生を糞便

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中ウイルス分離の有無からみた場含についてみ為と，

　（ii）生ワクチソ投与前に中和抗体が陽性であつた　　　例えばVerlinde等④は0～14才の小児39名に生ワク

場合　生ワクチン投与後糞便巾よりウイルスを分離し　　　チン各型を投与し，投与前抗体陰性の場合に糞便中よ

なかつた3名における中和抗体価は全例上昇せず反　　　りのウイルス分離の如何に関せず全例「1型分離例で

つて何れも低下しそのうちの2名では消失した。この　　　は14名中14名，非分離例では3名中3名，1［型：1駈↓

際の中和抗体価は投与前；　26・ON28・o，平均27』，投与　　　と5／6，　IE型：2　Y2“と亮）に抗で本の陽転を認めた。しか

後；＜22・O・v26・o，平均22・oであつた。生ワクチン投与　　　し投与前抗体陽性の場合も一部では上昇を認めた。こ

後糞便中よりウイルXを分離した5名における中和抗　　　の時分離の有無によつてやや異り，例えば1型の場合

体価は2名が上昇したが2名は低下，1名は不変であ　　　分離例では8名中7名に，非分離例では14名中10名に

つた。この際の申和抗体価は投与前；24・ON28・o，投与　　　抗体の上昇を認めたとされ，著者の成績と同一の傾向

後；24・o～29・oで平均中和抗体価は投与前後において等　　　が示されている。次にウイルス分離例につきウイルス

しく26・8であつた（表1，衷3，図5）。而してこれを　　　排泄盤と巾和抗体の産生状況を比較した繊績について

ウイルス排泄最からみると104・°TCD，・o／　9排泄例の抗　　　みると，このような報告は未だjt較的少いようであ

体価は上昇を認め，104・5TCD50〃排泄の2名の抗体　　　る。　Horstmann等⑨によると…般に初回投与時には

価は1名上昇，1名不変であった。なお上述の成績と　　大量のウイルスを排泄し十分の抗体上昇を認めたが，

栄養方法との関係は例数が少く明らかにしなかつた。　　　再投与時には相当量のウイルスを排泄しても抗体一lr．X・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は認めにくかつたという。菅野等⑩icよるとウイ2L・・Z

　　　　　　IV　総括並びに考按　　　　　　　　　　を長期間排泄した場合の抗体上歩トは良好であつたが，

　本編においては第ユ編中に述べた弱毒生ポリオウイ　　　糞便中の排澱量との間には特に関係がなかつたとい

ルスワクチン（以下生ワクチン）を経口的に投与せる　　　う。著者のえた成績は上述のようで糞便中ウイルス排
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泄量の多かつたものの中和抗体価は槻して高い傾向が　　　らの受動抗体を持つていたという。しかし一般には幼

えられた。菅野氏の成績と異つた結果をえた理由とし　　　若乳児には生ワクチソを投与しても抗体の上タトは不良

ては種々のものが考へられるが，検恋対象，検査方法　　　であるとする報告が多いようである。即ちKrugman

や検査時期によるところが大きいであろう。菅野氏の　　　等②の新生児に投与した成績ではウイルスは対象の

場含は当時11011－－polioウイルスも相当に検とLlされ，　　　so・－goo／oに分離されたが，抗体の上昇は分離例55名申

ポリオワクチソは相次いで他の異る型のものが投与さ　　の23名（42％）にのみ認められたとされ，Sabin等⑤，

れているので，non－polioウイルスによる干渉や異型　　　沢田⑧，高井⑫，本邦の生ワクチン研究協議会⑬の成

ワクチソ投与の抗体価に及ぼす影響も考慮されるべき　　　績において収灘ま岡様の傾向がみられる。著者の対象

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とした幼若乳児の例数は上述した麻痺型ポリオ経過例

　ポリオウイルスに感染しかつ麻痺型として経過した　　　とともに十分とはいいえずかつ中和抗体の追究も短期

例を対象としてこれに生ワクチンを投与し，その際の　　　間のためその後の変動を含めて決定的な結論をひき出

中稠辮の変動を詳細に追3肌た儲は猫破醜こ　しえないのは遺憾であ砿瀦の”願をみると，投

は見出しえなかつた。署者の対線は簾：L編に述べた理　　　与前の受動抗体が陰｛生でウイルスを分離した2名では

由によりその大多数がおそらく麻痺型ポリオを経過し　　何れもが相幽明かな中和航体上昇を調めたのに反し

たものと思われる。対象とLた例数は少数ではあった　　　て、投与前の受動抗体が陽性であつた場合はウイルス

がこれらの小児についての成績が上述のように一般の　　　を分離したにもかかわらず巾和抗体の明らかな低下を

健康な乳幼児についてのものと相似であつたところか　　　来した例が認められ，あるいは相当多蹴のウイルス排

らみると，人セこ生ワクチンを投与した際の中和抗体の　　　泄例においても中和抗体はほとんど不変であった例が

塵生乃i歪増強効果（booster　effec句は～1殴には嚢便　　　認められた。このことぼ上述した幼着乳児に生ワクチ

中ウイルス分離状況1換言すれば腸管壁における亀ンイ　　　ンを投炉した時に中和抗体上昇例の少い理由として上

ルxの増殖と相当に関連し，このことは既往における　　述の諸察により考蟹されてきている二つの三1三な凶子，

感染時の臨床症状の如何には関しないものと思われ　　即ち抗体産生能力の未熟性と母体由来の受動抗体の存

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　在に鶴く抗体麿伽の抑filljのうち主として後庸の存在と

　次に生後3ケ月未満の幼着乳児に関する成績にっい　　　関与とを示唆するものであろう。なお著庸は以上3群

て述べる。このうち生ワクチン投与前の中和抗体が陰　　　を通じて投与前における異型抗体の存在が上述してき

性であつた場合は対象とした2例の何れにおいてもi糞　　　た成績に及繧す影響についても検討してみた。その一

便中よりウイルスを分離し中和抗体は陽転した。陽転　　　部は衷2，3，に示す如くでありいずれの群において

後の中和投体価は28』で決して低いとはいえなかつ　　　も明らかな影響は認められなかつた。

た。しかし一面生ワクチン投与前の抗体，即ち受動抗　　　　ボリオウイルスに対する」血漕中の中和抗体がその感

体を保有していたものについてみると，ウイルス非分　　　染に際する個体の抵抗性の指漂として最も広く用いら

離例では3名の全例（2名では投与後消尖した），又　　　れていることは周知である。本編において著春は第

ウイルス分離例5名では2名（生ワクチソ投与前に比　　　1編に述べた条件の異なる3群の’i・児を対象として生

べて1／s乃至駈6になった），これを合計すると8名中過　　　ワクチソ投与に際する糞便中投与ウイルzの分離状況

半数の5名の中和抗体は経過とともに反って低下し，　　　と中和抗体産生状況とを比較したのであるが，これら

上昇2名，不変1名となつた。上述した一般の健康な　　　の結果は緒講中にも述べた生ワクチソの特長の一っで

乳幼児あるいは麻痺型ポリオ経過小児についてこの点　　　ある陽管蟻におけるウイルスの増殖と中和抗体の産生

をみると，これら2群の小児では生ワクチン投与前中　　　とに関連して若干の意義を有するものと思う次第であ

和抗体陽性のもの合計26名のうち中和抗体が低下して　　　る。

いたものはウイルス非分離の1名のみで，その低下の

程度もi／4の比較的軽度であり，幼若乳児の場合はたと　　　 V結語
え糞便よりウイルスを分離した場合も中和抗体のより　　　第1編に述べた条件の異なる3群の小児のうち一般

高度の低下を認めたもののあつた点が注目された。既　　　の健康な乳幼児（58名），臨廉上麻痺型ポリオを経過

往の蝋についてこの軸調べると，P・g・・。等⑪の　したと考えられる小児（13名），生後3ケ月糀の健

如く幼若な未熱児でも良好な抗体上昇を認めたという　　　康な幼若乳児（10名）の合計81名を対象として弱襟生

ものもある。彼は生後3目Hの74名につき検査して分　　　ポリ才ウイルスワクチン（Sabin　I型）投与後におけ

離例の90％に抗体上昇を認めた。その大多数は母体か　　　る糞便中投与ウイルスの分離状況（第1編中に既述）
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と生ワクチン投与後4週における同型面1清中和抗体の　　Intemational　Conference　on　Live　Poliovirus

産生状況とを比較した。　　　　　　　　　　　　　　　Vaccines．　Scientific　Publication　No・44・Pan

　1）生後6ケ月以上の一般の健廠な乳幼児について　　American　Sanitary　Bureau，　Washington・U・S・A・

みると，i）ワクチソ投与前に中和抗体が陰性であつ　　　355，1959　　⑥Buser　F・et　al：P。liomyelitis

た場合における中和抗体の陽転は糞便中よりウイルス　　　vaccination　with　live　poliovirus．　Amer，」．　DiE　，

を分離した場合30名中30名（1（】O％），分離しなかつた　　　Child．，101：568，196／1．　⑥生ワクチン投与のウイ

場合10名中9名（90％）にみられ，ウイルス分離の如　　　ルス学的，免疫学的検討．弱襟生rl£リオウイルスワク

何に関せず良好であつた。しかしこれを中和抗体価か　　　チン研究協議会，1962　⑦高津忠夫・他：弱襟4［三・！｛

らみると分離例の値は非分離例に比べて一般に高く，　　　リオウイルスワクチソ投与成繊　lil伝染会融，36：

かつウイルス排泄量の多かつたものの値は少かつたも　　387，昭37　　⑧沢田啓制：ポリォ生1〃チン¢）免綾

のに比べて高い傾向を示した。ii）ワクチン投与前に　　　効果及びワクチソウイルスの伝播に関する研蜘、㌶

中和抗体が既に陽性であつた場合も一部の例の申和抗　　　1編　既存の各磁抗体がポリオ頚ワクチソの効濃に及

体価は投与後上昇し，この場合の上昇と糞便中のウイ　　ぼす影響に関する研兜　日児講，69：302，昭4（1

ルス分離状況との問にもある程度の相関を認めた。　　　⑨Horstmann、D，　M　et　al：A七tenuat禽d　type　1

2）麻痺型ポリオ繍劃・児についてえた結果は上述　P。1i・virus　vacci・e・エts　capaclty　t・infect　and

した一一般健康乳幼児に関するものと岡一の傾向を示し　　to　spread　from”Vaccines”within．aエユinstituti・一

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　onal　population　J．　A．　M．　A叫170；65，1959

　3）　幼若乳児のうち一都の例における中和抗体価　　　⑩菅野俳子・他：生ポリオウイルz・ワクチγ野外

は，ワクチン投与後糞便中よりウイルスを分離したの　　　投与実験．第3報　総舎的検1抵札幌賑彫1雑舘，23；

にもかかわらず反つて明らかに低下して，上述した　　　2］　O，昭38　⑪Pagano　J，　S，　et　al；The　resf）onse

2群の小児の場合と異つた。　　　　　　　　　　　　　　of　premature　infants　to　infection　with　type

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　attenuated　poliovirus．　J．　Pediat．，　65：16，5，
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繁博士及び常に御協力して下さつた当教室の神谷健博　　　関する研究・ウィルス・13：24・昭38　⑩乳児に対

土。林嚢代彦学士，松浦敏雄博土に感謝致します。本　　する生ワクチソ投与方法の検討，全国的改ワクチン投

研究は弱襟生ポリオウイルスワクチン研究協議会より　　　与とその後のポリオの実態，弱襟生ポリオウイルxワ
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